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（一般記事） 

生徒理科研究のための論文検索法 

 

生徒の理科研究所 
 

〒623-0342 京都府綾部市金河内町奥地 22 番地，http://seitonorika.jp, uketuke@seitonorika.jp 

 

要旨：生徒理科研究に必要な情報検索法を説明する。一般 web 情報の検索、学術論文の検索、「生徒の理科」

チェック・参照必須文献の検索、主要な理科教育論文誌（日本語）論文の検索は、Google 検索、GoogleScholar

検索、J-STAGE、日本学生科学賞受賞論文（理科自由研究データベース）、理科研究論文集、科学の芽賞受賞論

文、算数・数学の自由研究受賞論文、未来の科学者との対話、生徒の理科ホームページから行う。著作権法上、

論文ファイルのダウンロードやコピーは適切な方法で使用するなら問題はない。 

類別：一般記事 分野：生徒理科研究 キーワード：論文検索 

 

はじめに  

 

生徒理科研究において情報検索は重要である。研

究の新規性の検討や、研究課題の設定、実験・調査方

法の検討、関連情報の入手には必須である。大学以上

の一般研究では先行研究や関連情報の検索方法は各

分野ごとに定番の方法が確立している。しかし生徒

理科研究においてはいまだ確立していない。生徒理

科研究では論文発表に必要とされる新規性のレベル

が一般研究とは異なる（＊1）。ここから生徒理科研究

に参照すべき先行研究や関連情報の範囲は一般研究

とは異なる。そこで、ここでは生徒理科研究に必要な

情報検索法を説明する。すなたし、一般 web 情報の

検索、学術論文の検索、「生徒の理科」チェック・参

照必須文献の検索（＊1）、主要な理科教育論文誌（日

本語）論文の検索の検索法を説明する。また、最後に

論文のダウンロード・コピーと著作権について解説

する。 

＊1 「論文発表をめざす生徒理科研究法 第 2章 研

究には新規性が必要である」参照。 

https://seitonorika.jp/ronbunhonbun/2020-2h 

 

Google 検索（グーグル合同会社） 

https://www.google.com/?hl=ja 

 

web 情報の最も包括的で強力な検索エンジン。

世界中で発行された学術論文が検索できる。学術

論文だけでなく、ホームページ、ブログなど、非常

に多くの情報を検索できる。さらに web ページに

貼られた Pdf ファイルの内容も検索できる。しか

し、web 上に公開されていない情報は検索できな

い。また、Googleの検索エンジンが入れないペー

ジはたとえ web 上にあっても検索できない。たと

えば、日本学生科学賞受賞論文は検索できない。

検索手順は以下の通り。 

①「Google」のページを開く。 

②検索欄にキーワードを入れる。リターンキーを

押す。 

生徒の理科 Seitonorika 
生徒理科研究のための査読有り自由閲覧電子論文誌 

https://seitonorika.jp 

一般社団法人 

生徒の理科研究所 
発行： 

hensyubu@seitonorika.jp 
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https://www.google.com/?hl=ja


2 

 

著作権 CC ライセンス BY-NC（表示・非営利）  Seitonorika 2021-1 

＊スペースで区切りながら複数のキーワードを入

れると and 検索（優先）となり、複数のキーワー

ドに関係する情報が得られる。Google検索は、複

数のキーワードを入れた時は ”and 検索優先” 

であるが一部のキーワードを欠いた情報も表示す

る。検索においては、表示される情報数と情報密

度（関係の強さ）とのバランスが大切である。キー

ワードが少ないと多くの情報が表示されるのでそ

こからさらに目的の情報を絞り込まねばならない。 

 一方、キーワードが多いと提示される情報量は

少ないので手間がかからないが、有用な情報を取

り逃がす可能性が高まる。表示順序は関係がより

強いあるいは一般の関心が高い（と検索エンジン

が見なす）情報から表示される。すくなくとも最

初から 100 個程度の情報はかならずチェックする

ことが重要である。 

＊Google検索は、複数単語からなる複合語は分解

して複数のキーワードとして解釈する。たとえば、

「種子発生」と入れると「種子」と「発生」の２語

と解釈して検索する。これを許さず「種子発生」と

して検索するには「”種子発生"」と「"」（半角）

で囲うとよい。 

＊タイトルの分かっている論文の Pdf ファイルを

取得するときは、タイトルをそのまま検索欄にい

れると効果的に表示される。 

③検索結果のリストから関係する（可能性のある）

情報を選び、1 つ 1 つクリックしてよりくわしく

見て必要な情報を探す。 

④関係する（可能性のある）論文・情報の Pdf フ

ァイルがあればダウンロードする。Pdf ファイル

がない場合は、表示ページをコピーして wordファ

イルに張り付けてファイルを作る。 

⑤関係する論文ファイルのコピーを保存する。 

⑥記事・ファイルの著者名、論文誌名と発行年号

巻ページを記録する。web上の記事であれば、著者

名、所属名、webページアドレス（Url)を記録する。 

 

Google Scholar 検索（グーグル合同会社） 

https://scholar.google.co.jp/schhp?hl=ja 

 

googleが提供するもう一つの検索サイトである。

google 検索とは異なり学術論文・報告にしぼって

検索できる。web 上にある全世界の論文誌（出版

社・学会・大学・研究機関が発行）の学術論文を検

索できる。学術論文・報告だけが表示されるので

便利に使える。しかし、googleと提携していない

サイトの報告・論文・解説文は出ない、正式の学術

論文・報告以外（と googleがみなすもの）は出な

いなどの特徴があるので注意が必要である。たと

えば、生徒理科研究報告書や一般 web 情報は検索

できない。使い方は google 検索とほぼ同じであ

る。 

 

J-STAGE（科学技術振興機構） 

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja 

 

日本で発行される学術論文のデータベースで日本

語で発行される論文で最近のものはほぼすべて掲載

されている。しかし、J-STAGE に登録されていない紙

誌にのった記事は検索できない。J-STAGE に登録され

ていてもかなり前に出版された論文は検索できない。

日本人が書いた論文であっても外国の論文誌（国際

誌）に掲載された論文は検索できない。（自然科学分

野では日本人の書いた論文の多くが外国論文誌に出

版される。）いうまでもなく、外国人が書いて外国論

文誌に掲載された論文は検索できない。したがって、

J-STAGE 検索で出ないからといって関係する先行研

究がないとは判断できない。しかし、日本の理科教育

関係の論文誌、すなわち、化学と教育、理科教育研究、

科学教育研究、生物教育、物理教育、地学教育、生物

の科学「遺伝」などの論文誌にのった論文は最近のも

のはほとんど検索できる。ただし論文誌によって何

年以降のものが検索できるかは異なる。 

①「J-STAGE」トップページを出す。「J-STAGE 上の記

事を検索」欄にキーワードを入れリターンキーを押

す。論文リストが表示される。 

https://scholar.google.co.jp/schhp?hl=ja
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja
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＊スペースで区切りながらキーワードを複数入れる

と and 検索となり、すべてのキーワードを含む論文

が表示される。数十の論文が出てもくじけずに 1 つ

ずつていねいに調べることが重要である。 

＊「教育」をキーワードに加えると理科教育関係の論

文が出る。 

＊「詳細検索」ページを使うと「分野」「発行年」「掲

載論文誌」などをしぼって検索できる。 

②表示される論文リストの中から関係ある（可能性

のある）論文タイトルをクリックし、抄録を表示させ

る。抄録内容から関係ある論文を選択する。 

③「Pdf をダウンロードする」をクリックし、論文フ

ァイルをダウンロードする。 

＊無料公開の論文はそのままダウンロードできる。

有料の場合は、支払いを求められる。 

＊有料の場合でも、著者にメールを送り、pdf ファイ

ルと送ってくれるように頼むと無料で送ってもらえ

る場合がある。 

④関係する論文ファイルのコピーを保存する。 

⑤記事・論文の著者名、論文誌名と発行年号巻ページ

を記録する。 

 

日本学生科学賞受賞論文（読売新聞社） 

「理科自由研究データベース」 

http://sec-db.cf.ocha.ac.jp/index.php 

 

日本で最も歴史と権威のある生徒科学研究の論文

コンクールである日本学生科学賞の受賞論文は「理

科自由研究データベース」（御茶ノ水大学）から検索

する。Google 検索や J-Stage 検索ではかからない論

文情報が得られる。手順は以下の通りである。 

①「理科自由研究データベースページ」を出す。（時

に別ページにつながり、「中学生、高校生、教員、一

般のみなさんへ」の選択を求めてくる場合がある。） 

②コンクール名欄で「日本学生科学賞」を選択する。 

③全文検索欄にキーワードを入れる。キーワードを 1

個または複数個入れる。and 検索ボタンが押されてい

るのを確認する。学年検索、単元はそのまま。コンク

ール年度はそのまま、または、必要に応じて入れる。 

＊特定の年度のすべての論文を見たいときは、年度

だけを入れ、キーワードはいれない。 

④サーチボタンを押す。 

＊情報を採り逃さないためには、キーワードを多く

入れすぎないことが重要である。多いと検索にかか

らずとり逃がす可能性が高まる。20～30 個の検索結

果が出てもくじけずに 1 つずつ詳しく調べる。少な

すぎてとり洩らすよりましである。 

⑤検索結果の表から、関係する（可能性のある）タイ

トルについて、1 つずつ「詳細」ボタンを押して内容

を検討する。タイトル、著者名、受賞名、登録日など

の情報がでる。 

⑥「PDF」をクリックして、関係する（可能性のある）

論文ファイルをダウンロードする。 

⑦関係する論文ファイルのコピーを保存する。 

⑧論文の著者名、発表年、受賞名を記録する。 

 

理科研究論文集（静岡県理科教育協議会） 

https://gakusyu.shizuoka-

c.ed.jp/science/sonota/ronnbunshu/top.htm 

 

静岡県の小学・中学・高校生の受賞・入選した理科

研究論文を掲載している。平成 15 年から現在までに

日本学生科学賞・鈴木梅太郎賞・山﨑賞などを受賞・

入選した多数の論文を掲載。Pdf ファイルでみること

ができる。 

①「理科研究論文集」ページを出す。 

②「校種で探す」の「高等学校」または「中学校」を

押す（必要なら小学校をおす）。論文一覧がでる。 

③論文題名をみながら関係する（可能性のある）論文

題名をクリックし、論文ファイルをダウンロードす

る。 

④関係する論文ファイルのコピーを保存する。 

⑤論文の著者名、発表年、受賞名を記録する。 

 

科学の芽賞受賞論文（筑波大学） 

https://www.tsukuba.ac.jp/community/students-

http://sec-db.cf.ocha.ac.jp/index.php
https://gakusyu.shizuoka-c.ed.jp/science/sonota/ronnbunshu/top.htm
https://gakusyu.shizuoka-c.ed.jp/science/sonota/ronnbunshu/top.htm
https://www.tsukuba.ac.jp/community/students-kagakunome/shyo-list/
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kagakunome/shyo-list/ 

 

小・中・高校生を対象とした筑波大学が行う生徒論

文コンクール「科学の芽」賞の受賞論文を掲載する。

2007 年度から現在までの論文を Pdf ファイルで公開

している。 

①「科学の芽賞」ページを出す。 

②「選択してください」欄から年度を選び、その年度

の受賞論文リストを出す。 

③関係する（可能性のある）論文題名をクリックして

論文ファイルをダウンロードする。 

④関係する論文ファイルのコピーを保存する。 

⑤論文の著者名、発表年、受賞名を記録する。 

 

算数・数学の自由研究受賞論文（理数教育研究所） 

https://www.rimse.or.jp/research/past/winner8t

h.html 

理数教育研究所が行う、小・中・高校生を対象とし

た算数・数学に関する生徒論文コンクテストの受賞

論文。2013 年度から現在までの論文を Pdf ファイル

で公開している。 

①「算数・数学の自由研究」ページを出す。 

②過去の受賞作品から年度を選び、その年度の受賞

論文リストを出す。 

③関係する（可能性のある）論文題名をクリックし

て論文ファイルをダウンロードする。 

④関係する論文ファイルのコピーを保存する。 

⑤論文の著者名、発表年、受賞名を記録する。 

未来の科学者との対話（神奈川大学） 

https://www.kanagawa-

u.ac.jp/publication/scientist/ 

 

神奈川大学による生徒論文コンテスト「全国高校

生理科・科学論文大賞」の受賞論文のリストを掲載す

る。2002 年度から現在までの受賞論文リストを掲載。

大賞と優秀賞の論文内容は、印刷物として発行され

る論文集「未来の科学者との対話」（日刊工業新聞社）

に収録されている。努力賞はダイジェストのみ。 

①「未来の科学者との対話」のページを開く。 

②各年度に発行される巻「未来の科学者との対話」を

クリックする。 

③その巻に収録されている論文の受賞名・論文タイ

トル名・著者名が出る。 

④論文の著者名、発表年、受賞名を記録する。 

 

生徒の理科（生徒の理科研究所） 

https://seitonorika.jp/ 

 

生徒の理科研究所が発行する生徒理科研究のため

の自由閲覧査読有り電子論文誌。日本で最初で唯一

の査読有り電子論文誌である。2016 年に創刊された。 

①「生徒の理科」トップページを開く。 

②コンピュータの場合はサイドバーにある「既刊論

文・記事キーワード検索」欄にキーワードを入れる。

携帯の場合は、トップバーにある検索欄にキーワー

ドを入れる。関係する論文の要旨や本文が表示され

る。 

③要旨の場合は「全文表示」クリックで論文を全文表

示する。「ダウンロード Pdf」クリックで Pdf ファイ

ルをダウンロードする。 

④関係する論文ファイルのコピーを保存する。 

⑤論文の著者名、発表年論文番号を記録する。 

＊「生徒の理科」掲載論文は google 検索でも検索で

きる。キーワードに ”生徒の理科” を加えて検

索すると出る。この時はかならず「生徒の理科」

を ” ” で囲わねばならない。 

 

 

論文のダウンロード・コピーと著作権について 

 

（質問）ホームページにある記事の全部または一部

を word にコピーしたり、Pdf ファイルをダウンロー

ドしたりするのは著作権法上問題はないのか。 

https://www.tsukuba.ac.jp/community/students-kagakunome/shyo-list/
https://www.rimse.or.jp/research/past/winner8th.html
https://www.rimse.or.jp/research/past/winner8th.html
https://www.rimse.or.jp/research/past/winner8th.html
https://www.kanagawa-u.ac.jp/publication/scientist/
https://www.kanagawa-u.ac.jp/publication/scientist/
https://seitonorika.jp/
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（答え）適切な方法で使用するなら問題ありません。

著作権の管理方法には 2 通りあります。まず、「© all 

right reserved」の表示がある場合や何の表示もな

い場合の管理方法は以下の通りです。この場合には

コピーしたりダウンロードしたりした記事やファイ

ルを個人で私的利用する場合は問題ありません。ま

た、高校で教師が出所を明示して記事・ファイル等を

用いて教材を作成したり、教師や生徒がコピーした

記事・ファイル（出所明示）を生徒に配布して授業に

利用したりすることには問題はありません。著作権

法は「例外的無断利用」を認めており、この範囲内で

あれば無断で利用できるからです（＊1、2）。しかし、

その他の場合には、記事・ファイルやその一部を他者

に譲渡したり、コピーを他者に配布したり、自分の著

作物等に利用したりしてはいけません。この場合は

著作権者の許可が必要です。特に公衆に向け公開・掲

示したり配布したりしてはいけません。他者に知ら

せたい場合は記事やファイルが掲載されているホー

ムページアドレスを相手に知らせ、自分でコピーし

たりダウンロードしたりしてもらいます。また、「© 

all right reserved」の表記のない著作物にも表記

のあるものと同様に著作権が存在し、同様の扱いを

しなければならないことも重要です。 

＊1-1 著作権については文化庁ホームページ「著作

権なるほど質問箱」参照。 

https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naru

hodo/index.asp 

＊1-2「著作権なるほど質問箱 8.著作物等の「例外

的な無断利用」ができる場合」 

https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naru

hodo/outline/8.html  

＊1-3「著作権なるほど質問箱 関連用語」 

https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naru

hodo/ref.asp 

＊2 科学論文等における著作権については、著作権

（Wikipedia）参照。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/著作権 

もう一つの管理方法は、記事やファイルに「CC ラ

イセンス」と表示がある場合です。この場合には一定

の条件が満たされておれば著作権者の許可なく自由

に利用できます。たとえば、「CC ライセンス BY-NC（表

示-非営利）」とあれば、著作者名と引用元（論文誌名

あるいは URL）が表示され、しかも営利目的でない利

用であれば著作権者の許可なく自由に利用できます。

しかし条件を満たさない場合は著作権者の許可が必

要です。ちなみに、「生徒の理科」に掲載される記事・

論文はすべて「CC ライセンス BY-NC（表示、非営利）」

です。 

＊3 CC ライセンスについては、クリエイティブコモ

ンズ JAPAN 

https://creativecommons.jp/licenses/ 参照。 

高校等で web からダウンロードした論文や記事を

授業に用いる場合には、著作権法上、無断使用できる

場合と著作者の許可がなければ使用できない場合に

ついての適切な指導をしたうえで用いるのが適切で

す。なお、まれに「無断引用禁止」と書いているホー

ムページがありますが、法的には何の意味もありま

せん。一般に公開されているホームページは著作権

と新規性（Originality)尊重のルールを守る限りは

だれでも引用し評論することができます。 

 

関連記事①-----「生徒理科研究法 第 2 章 生徒

理科研究には新規性が必要である 質問と答え」よ

り----- 

（質問）他者の論文のコピーが問題になっているが、

生徒理科研究論文においても、他者の論文引用の過

程で著作権侵害となることはないのか。 

 

（答え）いいえ、適切に引用すれば著作権侵害とはな

りません。引用は論文の新規性（Originality）に関

係する概念であり、一方、コピーは論文の著作権に関

する概念です。これら両者は異なる概念です。新規性

に関する考え方は「論文発表をめざす生徒理科研究

法 第 2 章 研究には新規性が必要である」に詳細に

説明したとおり、社会的に正式に公表されている科

https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naruhodo/index.asp
https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naruhodo/index.asp
https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naruhodo/outline/8.html
https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naruhodo/outline/8.html
https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naruhodo/ref.asp
https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naruhodo/ref.asp
https://ja.wikipedia.org/wiki/著作権
https://creativecommons.jp/licenses/
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学著作物について、その内容を参照するときは、引用

元を明らかにして新規性（Originality）を尊重する

ことを求めるものです。一方、著作権は人間の創作物

に生じる権利で（＊11）、生徒研究の報告書であって

も、研究発表会のポスターであっても、口頭発表であ

っても、一般 web 情報であっても、あるいは、個人

的なメモ書きであっても著作権はあります。また、著

作権が生じるのはその創作物が作成された時点であ

って、どこかに登録するとか発表するとかしなくて

も生じます。そして、その創作物を他者が利用するに

は著作者の許可が必要です。したがって、著作権は論

文に何の表示がなくても生じます。しかし、その利用

のし方には 2 種類あり、表示記号で区別されます。©

ライセンスと CCライセンスの 2種類です。たとえば、

© All right reserved と表示があれば、すべての利

用方法について権利を主張し、他者が利用するには

著作権者の許可が必要です。他方、CC BY NC と表示

があれば、一定の条件下（この場合は、BY は著作権

者名の表示、NC は非営利）では自由使用を認めるが、

それ以外の使用については著作権者の許可が必要で

す。現在、多くの論文誌は©ですが、「生徒の理科」誌

は CC です（＊12,13）。 

＊11 -1 文化庁ホームページ 「著作権なるほど

質問箱」参照。 

https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naru

hodo/index.asp 

＊11-2 科学論文等における著作権については、著

作権（Wikipedia）参照。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/著作権 

＊12 生徒の理科研究所ホームページ 

https://seitonorika.jp/ 「生徒の理科」生徒論文

投稿規定 参照 

＊13 CC ライセンスについては、クリエイティブコモ

ンズ JAPAN 

https://creativecommons.jp/licenses/ 参照。 

しかし、科学論文等では、科学的知見自身は人間の

創作物ではないので、文章の「内容」、すなわち記述

された「事実」や「データ」には著作権は生じません

（＊14）。著作権は「内容」ではなく「表現のし方」

に生じます。さらに、「文章表現」やデータを示す「図・

表」であっても、それが著作者の個性を表現するもの

ではなく一般的・定式的に事実を記述するものなら

ば、あるいは正確を期すために必要なものであれば、

他者のものを自己の論文等に必要最小限そのままの

形で使用しても著作権侵害にはなりません。（しかし、

この場合、記述された内容には新規性があるので、他

者のものを用いるときには「引用」が必要です。）結

論は、論文発表・出版の場合には、新規性と著作権の

内容を正しく理解し、どちらも尊重しなければなり

ません。 

＊14  Wikipedia 著作権 

https://ja.wikipedia.org/wiki/著作権/ 参照 

 

関連記事②-----「生徒の理科」生徒論文投稿規定よ

り----- 

科学論文は信頼性ある科学情報・論文を引用しな

がら書く。引用は定められた様式にしたがって行う。 

 

論文は、一般的に明らかなことや先行研究等で明

らかにされていることはすべて「出典（引用元）」を

明らかにしながら書きます。著者がこの研究で明ら

かにしたことあるいはあらたに提起した考え方以外

の内容はすべて引用元を明らかにしなければなりま

せん。あいまいな伝聞や引用元の不明なことがらに

ついては科学情報としては引用できません。「出典

（引用元）」は本文中に「著者名（発表年）」を記入す

ることにより示します。ただし、著者が 3 名以上の

場合の著者名は「第 1 著者名ほか」とします。著者

名は姓だけを書きます。 

（本文中での引用のし方） 

（２名の時）――――この変化は常温では起こらな

い（村辻・村辻，2018）。 

（３名以上の時）――――村辻ほか（2010）はこの現

象を―――――― 

インターネット上のホームページは重要な情報源

です。しかし、そこから得られる情報の取り扱いには

https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naruhodo/index.asp
https://pf.bunka.go.jp/chosaku/chosakuken/naruhodo/index.asp
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9
https://seitonorika.jp/
https://creativecommons.jp/licenses/
https://ja.wikipedia.org/wiki/著作権/
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注意が必要です。インターネット上にある情報は基

本的には原文献にまでさかのぼり、正式の引用を行

います。査読のない紙誌に発表された報告や論文は、

その信頼性には注意が必要ですが自分が重要と認め

るなら引用できます。一方、著者や責任者が特定でき

ないインターネットや紙誌の情報は信頼できる科学

情報とみなすことはできません。根拠データの示さ

れないブログ・ツイッター等の記事やホームページ

情報は根拠ある科学情報としては引用できません。

しかし、あいまいなインターネット情報や根拠の示

されない情報を対象としてその傾向や真否を研究・

調査することはできます。 

「引用文献」には、本文中に引用したすべての文献

の文献情報を書きます。本文中に引用しなかった文

献は書きません。ローマ字で表した時のＡＢＣ順で

リストします。文献情報の書き方は引用文献の種類

により異なります。論文誌に掲載された論文の場合

は、全著者名、発行年、論文の表題、掲載論文誌名、

巻（号）、ページを書きます。単行本の場合は、著者

名、発行年、本の表題、出版社名を書きます。編集（監

修）本に掲載された論文の場合は、論文著者名、発行

年、論文（章）の表題、本の表題、編集（監修）者名、

出版社名、論文ページを書きます。教科書や参考書は

単行本と同様に書きます。ただし、教科書は著者名の

最後に出版社名も入れます。web 論文誌や web 書籍の

場合は、一般の論文誌や書籍と同様に書き、最後に

DOI（デジタルオブジェクト識別子）（ある場合のみ）

を書きます。論文コンテスト受賞論文の場合は、著者

名、コンテスト実施年、論文の表題、コンテスト名、

受賞名を書きます。一般の web ページの記事の場合

は、記事著者名（ページ責任者・団体名）、（発行年ま

たは最終更新日）、記事表題（またはページ表題）、サ

イト名（～ホームページ）、ページアドレス（http://）、

アクセス日時（yy/mm/dd）を書きます。具体的な書き

方は、下の例や「見本論文」を参考にしてください。

なお、単なる投稿サイトの web 記事や、記事著者名

（ページ責任者・団体名）とサイト責任者名（団体・

会社名）のない web 記事は引用することはできませ

ん。どんな引用の場合も、著者名には全員の氏名を書

きます。 

（「引用文献」での書き方） 

論文誌に掲載された論文の場合  村辻理男・村辻

秀雄（2018）： あたらしい細胞観察法、生徒理科研究 

4(2)：16-31. 

単行本の場合  村辻理男（2018）： あたらしい細胞

観察法，生徒の理科出版. 

編集本に掲載された論文の場合   村辻理男

（2016）： あたらしい細胞観察法、これからの生徒理

科研究、村辻理科子（編）、生徒の理科出版、56-85. 

論文コンテストの受賞論文  村辻理男（2017）： 新

しい細胞観察法、第３回学生理科研究コンテ、優秀賞. 

一般の web ページの場合  生徒の理科研究所

（2016）： 「生徒の理科」とは、生徒の理科研究所ホ

ームページ、https://seitonorika.jp/journaltop/、

2018/07/26. 

 

関連記事③-----「生徒理科研究法 第 2 章 生徒理

科研究には新規性が必要である 質問と答え」より-

---- 

（質問）チェック・引用必須情報になっている多く

の生徒理科研究論文は査読を経た論文ではない。し

たがって内容に誤りが含まれている可能性がある。

また、参照した一般研究論文や専門書でも誤りやい

いすぎがある可能性がある。それなのに、これらを

正しい情報として引用しなければならないとすると

問題が生じるのではないか。 

 

（答え）「引用」の意味の誤解です。「理科教科書等や

関係するチェック・引用必須情報の論文は引用すべ

きである」とは、その内容が正しいものとして引用す

べきだという意味ではありません。無視してはなら

ない、言及すべきだということです。すなわち、正し

いものとして肯定的に引用してもよいし、間違いだ

として批判的に引用してもよい。しかし、無視しては

ならないという意味です。 

このとき、考慮すべきは査読有り論文誌に掲載さ
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れた論文か否かです。査読有り論文誌に発表された

論文は著者らの正式の発表として肯定的にも否定的

にも引用すべきです。また、査読有り論文誌ではなく

ても社会的影響力のある情報（例えば教科書や専門

書など）は、やはり肯定的にも否定的にも引用すべき

です。しかし、査読有り論文誌以外の情報で、影響力

も小さいものをあえて引用して否定的に評価するの

は適切ではありません。なぜなら、その情報が正式の

発表ではなく、研究途上の報告でありその後変化す

る可能性があったり、あるいは、うまくいかなくて途

中で中止した研究であったりする可能性があるから

です。ここから、生徒理科研究の発表会要旨集や研究

報告集は引用すればよい、あるいは引用されればよ

いという言うものではないことが分かります。 

 

Ver.1 2021 年 6 月 9 日。 


